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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　「駆動方法」
　図４は、本実施形態の駆動方法に係るタイミングチャートである。なお、以下説明にお
いて、垂直同期信号ＶＳYＮＣ（図１）の周波数は、６０Ｈｚ（周期約１６．７ｍｓ）で
あるものとして説明する。換言すれば、画像フレームレートが６０ｆｐｓであるものとし
て説明する。
　図４は、スタート信号ＤＹ、および反転化信号ＦＲのタイミングチャートと、各サブフ
ィールドで供給されるデータ信号のイメージを模式的に示したものである。
　本実施形態では、１フレームを８つのサブフィールド（ＳＦ１～ＳＦ８）に分割し、各
サブフィールドにおいて、図３で説明した垂直走査駆動が行われる。詳しくは、１フレー
ム内で８回供給されるスタート信号ＤＹのスタートパルスごとに、１回垂直走査が行われ
、全ての画素にデータ信号が印加される。スタートパルスの供給タイミングは、１フレー
ムの期間長を８等分した期間長（約２．１ｍｓ）ごとになっている。


	header
	written-amendment

